
◇イベント盛りだくさん！ 
＜第 9回メンテナンス講習会＞今年も全国各地から 10 名の方を滋賀にお迎えし、メンテナンス講習会

を開催しました。スタッフへの質問も活発で、皆さん熱心に取り組んでいただきました。講習会の最後

には修理コンテストの結果が発表され、仕上がりの美しさから、八幡工業高校の倉本先生が第 9回チャ

ンピオンに選ばれました。 

＜ジャパンインターナショナルボートショー2009＞マリンレジャーに興味を持つ約 40,000 人の来場者

がありました。当社からはレース艇・レクリエーション艇の展示の他、エルゴ体験会を行いました。 

エルゴの 200mTT では海洋冒険家の白石康次郎さんが 35.9 秒で 4 日間を通してのトップ、また現役オア

ズマンの堀内浩太郎さんが82歳ながらも毎日のトレーニングの成果を発揮して39.4秒の好記録をマー

クしました。 

＜全国高等学校選抜ボート大会＞シーズンの幕開けを告げる全国高校選抜大会が静岡県天竜市で開催

されました。今年は第 20 回の記念大会でしたが、その歴史を飾るにふさわしい接戦が次々と繰り広げ

られました。また、人口増大フォーラムなどの記念行事や全国各地のクラブ紹介スペースも設けられ、

高校卒業後も末永くボートと関わって欲しいという思いに包まれた大会でした。 

◇KUWANO A1・4X+ 分割艇が完成！ 
国産のレース艇である A1 艇で新たなチャレンジです。テールキャンパスで分割した 4X+が

完成しました。分割艇では分割した部分の強度を保つこと、また接合部分が正確に繋がる組

立精度が必要になってきます。FISA ルールでは 12m 以下のボートに分割の義務はありませ

んが、今回は運搬の際の利便性を目的に分割のご注文をいただきました。 

また現在、堅田工場では通常より 3mm 厚い 8mm のハニカムを使用した A1･4X/-艇も製造中で

す。剛性は厚みの影響を大きく受けるため、従来のものより大幅な剛性アップが期待されま

す。この艇ではラダーの取付位置を変更し、フィンラダーとしていることも新しい試みです。

完成次第、Boat Times でもご紹介したいと思います。 

◇お知らせ 
＊全日本ジュニア選手権 ボートレンタルのご案内 

6 月に熊本県班蛇口湖で開催される全日本ジュニア選手権において、KUWANO のレース艇レンタルを行います。 

申込み締切は 4月 8 日（水）です。ただし先着 10 艇とさせていただきますので、ご希望の方はお早めにご連絡ください。 

＊カードでのお支払いが可能になりました 

クレジットカードのお取り扱いを開始しました。マイボートのご購入等にお役立てください。 

なお、取扱可能なカードは以下の通りです。ご利用方法は当社までお問い合せください。 

【 JCB、AMEX、ﾀﾞｲﾅｰｽ それぞれ 1回払い、分割払い(ﾀﾞｲﾅｰｽ除く)、ボーナス払いに対応。 】 

＊中日本レガッタ、朝日レガッタにて出店します 

中日本レガッタ（4月 24 日～26 日 ※出店は 25 日から 愛知池漕艇場）、朝日レガッタ（5月 2 日～5 日 琵琶湖漕艇場）の各

大会で KUWANO ブースを設置する予定です。現地にてパーツの購入をお考えの方はなるべく事前にお知らせください。 

なお、今年の朝日レガッタ期間中は通常営業日とし、工場を稼働させる予定です。見学をご希望の方はご連絡ください。 

＊WinTech フローティングキーチェーン 発売！ 

水に浮くタイプのキーホルダーです。身近な KUWANO グッズとしてぜひお手元へ！  1 個¥350（税別） 
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ボート部・カヌー部代表者 各位 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

当社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

横浜で「ボートショー2009」が開催されました。例年はプレジャー

ボートのみの展示会ですが、今回は水上スポーツのボート・カヌー・

ヨットの展示依頼があり、桑野はその中のボート展示を担当しまし

た。テーマは舟と水上をセットにした遊びの楽しさを総合的にみて

もらうことです。実際のローイングを疑似体験して頂けるよう２台

のエルゴで競漕できるディスプレイシステムも設置しました。連日、

順番待ちの盛況でした。入場者の中にボート経験者が大勢おられた

のも驚きです。「久しぶりに漕いで楽しかった。何処に行けばボート

が漕げますか？」ここらへんが人口増大のヒントですね。【古川】 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 


